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『
高
松
塚
論
批
判
』

　
明
日
香
村
下
平
田
に
所
在
す
る
高
松
塚
古
墳
は
、

元
禄
十
年
の
修
陵
に
際
し
て
文
武
天
皇
の
檜
前
安

古
岡
上
陵
と
さ
れ
て
以
降
、
安
政
年
間
の
一
蒋
期

を
除
き
、
明
治
十
四
年
に
至
る
ま
で
、
ほ
ぼ
一
貫

し
て
文
武
天
皇
陵
に
当
て
ら
れ
て
き
た
古
墳
で
あ

る
。
明
治
十
四
年
、
明
日
香
村
義
賊
に
あ
る
塚
穴

古
墳
が
飯
前
安
古
岡
上
陵
に
治
定
に
な
っ
て
後
は
、

高
松
塚
古
墳
は
何
の
変
哲
も
な
い
古
墳
に
過
ぎ
な

か
っ
た
。

　
昭
和
四
十
七
年
の
春
ま
だ
浅
い
三
月
半
ば
、
こ

の
高
松
塚
古
墳
の
発
掘
調
査
が
行
な
わ
れ
た
。
す

で
に
盗
掘
を
受
け
て
い
た
も
の
の
、
主
体
部
の
淫

行
は
御
領
山
古
墳
・
平
野
塚
穴
古
墳
・
中
尾
山
古

墳
な
ど
に
類
似
し
た
横
口
式
石
下
で
漆
塗
木
棺
を

収
め
て
お
り
、
副
葬
贔
や
版
築
を
行
な
っ
て
い
る

事
実
な
ど
か
ら
、
終
末
期
の
古
墳
で
あ
る
こ
と
が

判
明
し
た
。
出
土
人
骨
は
火
化
を
受
け
た
痕
跡
が

な
か
っ
た
か
ら
、
そ
の
被
葬
者
は
『
続
日
本
紀
』

に
火
葬
に
付
さ
れ
た
と
記
す
文
武
天
皇
で
な
い
こ

と
が
確
実
に
な
っ
た
。

　
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
成
果
に
も
ま
し
て
、
人
々

の
耳
目
を
驚
樗
せ
し
め
た
の
は
、
精
美
な
壁
画
が

残
存
し
て
い
た
こ
と
で
、
こ
れ
は
日
本
考
古
学
史

上
最
大
の
発
見
と
ま
で
評
さ
れ
た
。
壁
画
が
発
見

さ
れ
た
当
初
、
国
民
の
ほ
と
ん
ど
が
高
松
塚
古
墳

に
関
心
を
い
だ
き
、
凄
ま
じ
い
ば
か
り
の
高
松
塚

ブ
ー
ム
が
起
こ
っ
た
こ
と
は
、
い
ま
だ
記
憶
に
新

し
い
。

　
現
在
に
至
る
ほ
ぼ
三
年
の
間
、
高
松
塚
古
墳
の

位
置
・
立
地
、
石
蟹
の
構
造
、
出
土
品
、
盗
掘
の

匿
的
や
そ
の
時
期
、
壁
画
の
テ
ー
マ
お
よ
び
そ
の

手
法
、
中
国
・
朝
鮮
の
影
響
、
古
墳
の
築
造
年
代

と
被
葬
者
に
つ
い
て
、
日
本
古
代
史
・
考
古
学
・

美
術
史
を
始
め
と
す
る
各
学
問
分
野
か
ら
様
々

の
論
議
が
な
さ
れ
た
し
、
関
係
書
も
数
多
く
出
版

さ
れ
た
。
し
か
し
、
橿
原
考
古
学
研
究
所
か
ら

『
壁
画
古
墳
高
松
塚
』
が
刊
行
さ
れ
た
頃
を
境
と

し
て
高
松
塚
論
は
余
り
聞
か
れ
な
く
な
っ
た
し
、

高
松
塚
関
係
書
の
な
か
に
は
、
歴
史
学
の
基
本
を

踏
ま
え
ず
、
思
い
付
き
を
羅
列
し
た
に
過
ぎ
な
い

言
わ
ば
虚
妄
の
説
が
多
い
と
感
じ
る
向
も
少
な
く

な
い
と
聞
く
。

　
こ
う
し
た
状
況
下
に
あ
っ
て
、
本
書
は
、
関
西

大
学
に
籍
を
置
き
考
古
学
・
日
本
史
・
法
制
史
を

欝
欝
と
さ
れ
る
四
人
の
古
老
が
、
高
松
塚
論
の
う

ち
定
説
化
し
た
か
に
み
え
る
い
く
つ
か
の
論
点
を
、

虚
妄
の
説
を
、
ま
さ
に
快
刀
乱
麻
を
断
つ
ご
と
く
、

鋭
く
批
判
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
停
滞
気
味
の
高

松
塚
論
を
再
燃
さ
せ
る
た
め
に
も
、
本
書
の
繊
版

は
窪
に
意
義
あ
る
も
の
と
思
う
。

　
各
章
の
タ
イ
ト
ル
と
執
筆
者
は
次
の
通
り
。
第

一
章
「
高
松
塚
論
へ
の
疑
問
」
高
橋
三
知
雄
第
二

章
「
高
松
塚
壁
画
古
墳
と
そ
の
意
義
」
網
干
善
教

第
三
章
「
大
化
薄
葬
令
に
つ
い
て
」
奥
村
郁
三
第

四
章
「
高
松
塚
の
壁
画
と
そ
の
年
代
」
有
坂
隆
道
。

　
随
所
に
示
竣
に
工
ん
だ
見
解
が
述
べ
ら
れ
て
お

り
、
お
互
い
に
何
度
も
討
議
さ
れ
た
成
果
で
あ
る

こ
と
が
窺
え
る
。
紙
幅
に
制
限
が
あ
る
の
で
、
各

章
の
う
ち
、
筆
者
に
興
味
深
く
思
わ
れ
た
論
点
の

二
、
三
点
を
あ
げ
、
紹
介
に
代
え
た
い
。

　
第
一
章
で
は
、
大
化
薄
葬
令
は
制
限
法
で
あ
る

と
の
所
説
が
注
召
さ
れ
る
。
従
来
は
、
薄
葬
令
に

示
さ
れ
た
数
値
通
り
の
終
末
期
古
墳
が
存
在
す
る

か
否
か
と
い
っ
た
観
点
の
み
か
ら
論
じ
ら
れ
る
傾

向
に
あ
っ
た
が
、
規
定
数
値
を
超
え
な
け
れ
ば
、

そ
れ
よ
り
い
く
ら
小
さ
い
墓
で
あ
っ
て
も
、
薄
葬

令
に
よ
っ
て
規
制
さ
れ
て
い
る
と
み
な
せ
る
の
で

あ
っ
て
、
高
松
塚
古
墳
は
直
径
九
尋
で
、
王
以
上

の
墓
と
な
る
。
第
三
章
の
奥
村
論
文
に
お
い
て
も
、

大
化
薄
葬
令
に
関
し
て
同
様
の
主
張
が
な
さ
れ
て

い
る
。
法
制
史
家
に
よ
っ
て
提
示
さ
れ
た
大
化
薄

葬
令
が
制
限
法
で
あ
る
と
す
る
観
点
は
非
常
に
興
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味
深
い
も
の
で
、
今
後
、
新
し
く
薄
葬
令
を
再
検

討
す
る
際
の
基
礎
と
な
る
だ
ろ
う
。

　
第
二
章
は
、
壁
画
を
陰
陽
五
行
説
と
の
関
係
で

論
じ
た
も
の
で
、
陰
陽
五
行
説
に
つ
い
て
教
え
ら

れ
る
と
こ
ろ
が
多
か
っ
た
。
壁
画
に
み
え
る
人
物

群
像
を
、
黄
泉
国
へ
旅
立
つ
被
葬
者
に
対
し
、
幽

明
境
を
異
に
し
た
現
身
人
が
托
し
た
従
者
と
す
る
。

第
四
章
に
も
同
様
の
観
点
が
み
え
て
い
る
。

　
第
三
章
は
大
化
薄
葬
令
を
実
証
的
に
取
り
上
げ

た
も
の
で
、
従
来
の
各
種
の
薄
葬
令
に
関
す
る
論

放
を
取
り
上
げ
て
批
判
し
、
薄
葬
令
が
制
限
法
で

あ
る
こ
と
を
力
説
す
る
。
ま
た
、
天
皇
陵
は
薄
葬

令
の
対
象
と
な
ら
な
い
と
さ
れ
た
こ
と
も
注
目
に

値
し
よ
う
。
　
「
役
一
千
人
七
日
使
詑
」
の
解
釈
も
、

七
千
人
分
の
労
働
量
が
給
付
さ
れ
る
こ
と
を
示
す

の
み
で
、
七
日
間
で
仕
上
げ
る
と
い
っ
た
工
期
に

つ
い
て
述
べ
て
い
な
い
と
さ
れ
、
明
解
で
あ
る
。

奥
村
論
文
は
、
大
化
薄
葬
令
に
関
す
る
諸
論
放
の

う
ち
、
最
も
卓
越
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
第
四
章
は
、
壁
画
に
み
え
る
星
宿
と
服
装
に
限

っ
て
書
及
さ
れ
た
雄
編
で
、
数
多
く
の
重
要
な
指

摘
が
あ
る
。
そ
の
内
容
を
簡
約
す
る
こ
と
は
容
易

で
な
い
が
、
壁
画
の
星
宿
は
ま
さ
に
「
治
天
下
」

の
具
体
的
象
徴
で
あ
り
、
日
月
・
四
神
図
を
あ
わ

せ
考
え
る
な
ら
ば
、
そ
の
被
葬
者
は
、
天
皇
・
皇

盾
（
遺
骨
か
ら
不
該
当
4
・
皇
太
子
・
皇
子
、
あ

る
い
は
大
臣
ク
ラ
ス
の
範
囲
に
限
定
さ
れ
る
。
ま
・

た
北
壁
の
玄
武
は
、
薬
師
寺
本
尊
台
座
の
そ
れ
が

首
尾
逆
で
あ
る
の
に
比
し
、
原
義
通
り
正
し
く
描

か
れ
て
お
り
、
天
武
朝
の
可
能
性
が
大
き
い
。
服

装
に
つ
い
て
は
、
義
江
彰
夫
氏
の
大
宝
令
礼
服
説

を
否
定
し
、
壁
画
男
子
に
摺
は
み
え
ず
義
江
氏
が

摺
と
さ
れ
た
の
は
白
袴
で
あ
る
こ
と
、
男
子
の
冠

は
平
頭
型
の
漆
紗
冠
で
、
七
〇
六
年
の
永
泰
公
主

墓
や
熱
徳
太
子
墓
の
僕
頭
と
は
異
な
っ
て
い
て
、

高
松
塚
古
墳
の
壁
画
に
み
え
る
男
子
の
冠
を
八
世

紀
初
期
と
す
る
黒
白
氏
の
論
に
は
批
判
の
余
地
が

あ
る
こ
と
、
ま
た
女
子
の
髪
は
結
髪
と
見
な
し
う

る
な
ど
重
要
な
指
摘
を
行
な
い
、
壁
画
に
み
え
る

服
飾
は
、
天
武
十
一
年
か
ら
持
統
朝
初
年
の
も
の

で
あ
る
と
さ
れ
た
。
　
「
阿
不
幾
之
山
陵
記
」
に
つ

い
て
も
新
た
に
校
訂
を
施
さ
れ
て
お
り
、
貴
重
で

あ
る
。

　
右
に
紹
介
し
た
の
は
本
書
に
み
え
る
重
要
な
指

摘
の
ご
く
一
部
で
あ
っ
て
、
い
ず
れ
も
今
後
の
高

松
塚
論
に
大
き
な
寄
与
を
な
す
だ
ろ
う
。
し
か
し

な
が
ら
本
書
『
高
松
塚
論
批
判
』
の
批
判
も
ま
た

可
能
で
あ
っ
て
、
今
後
、
高
松
塚
に
関
す
る
学
問

的
な
論
議
の
一
層
深
ま
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

最
近
、
高
松
塚
古
墳
西
北
に
位
置
す
る
中
尾
山
古

墳
が
八
角
五
段
の
石
塚
で
あ
る
こ
と
が
判
擬
し
た

し
、
飛
鳥
の
終
末
期
古
墳
に
関
す
る
重
要
な
論
放

の
発
表
も
相
い
次
い
で
い
る
。
こ
れ
ら
の
諸
古
墳

の
再
検
討
を
通
し
て
、
高
松
塚
古
墳
に
も
新
た
な

光
を
あ
て
た
い
も
の
で
あ
る
。
　
　
　
　
・

　
　
　
B
6
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